
ジャッキ反力計算マニュアル 対象クレーン車：ＧＲ－２５０Ｎ－２－００１０１の場合

１．前準備 ２．作業条件入力画面の表示 ４．計算と計算結果の保存３．作業条件の入力

１．前準備

①計算対象のクレーン車のスペック番号を調べます。

②計算条件を決定します。

・スペック番号
・ブーム長さ
・作業半径
・荷重
・アウトリガ張出幅

：ＧＲ－２５０Ｎ－２－００１０１
：３０．５ｍ
： １０ｍ
：５ｔ（フック質量を含まず）
：６．５ｍ

【注記】

荷重は、定格総荷重を超えないよう
にしてください。

【補足】

アウトリガ異張出時は、「作業領域
図（取扱説明書記載）」と「定格総荷
重表」から定格総荷重を求めてくだ
さい。

【補足】

ＧＲ－２５０Ｎ－２－００１０１

スペック番号

モデル名

1１．前準備
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２．作業条件入力画面の表示
①タダノホームページ表示
②「データ提供サービス」をクリック

①

④ 「■提供データ全てについて」と
「■提供ジャッキ反力について」の
内容を確認後「同意する」をクリック

④

２．作業条件入力画面の表示

②

【補足】

ホームページの「製品関連サービス情報」クリック
⇒ 「データ提供サービス」クリックでも③の画面
を表示できます。

③「データ提供サービス」画面が表示
されます

③
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⑤「ジャッキ反力」をクリック

⑤

⑥

⑦対象クレーン車のスペック番号を
クリック

⑦

⑥計算対象のモデル名をクリック

⑧「作業条件入力画面」が表示されます

２．作業条件入力画面の表示

●フック質量を含めた荷重は、必ず定
格総荷重以下としてください。
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３．作業条件の入力

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑫

⑬

⑩

３．作業条件の入力

●フック質量を含めた荷重は、必ず定格総
荷重以下としてください。
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①ブーム長さ
「ｖ」をクリックしてブーム長さを選択してください。

「入力」を選択した場合は、⑪にブーム長さを数
値で入力してください。

②ジブ長さ

ジブ作業の場合は、「ｖ」をクリックしてジブ長さを
選択してください。
ブーム作業の場合は、「格納」を選択してください。

③ジブチルト

ジブ作業の場合は「ｖ」をクリックして、ジブチルト
角度を選択してください。

＜ラフィングジブの場合＞

●定格総荷重表にジブチルト角度が表示されてい
る場合は、「入力」を選択し⑫「指定ジブチルト」
にジブチルト角度を入力してください。

●定格総荷重表にジブチルト角度が表示されてい
ない場合は「未定」を選択し、⑧に作業半径と⑨
に起伏角度の両方を数値で入力してください。

＜ラフィングジブ以外の場合＞
●表示される角度の中から選択してください。

④カウンタウエイト

「ｖ」をクリックして、カウンタウエイトを選択してく
ださい。

３．作業条件の入力

●定格総荷重表 ⇒ こちら

https://www.tadano.co.jp/service/data/spec.asp


ジャッキ反力計算マニュアル 対象クレーン車：ＧＲ－２５０Ｎ－２－００１０１の場合

１．前準備 ２．作業条件入力画面の表示 ４．計算と計算結果の保存３．作業条件の入力 6

⑤Ｏ／Ｒ（アウトリガ）張出幅

「ｖ」をクリックして、Ｏ／Ｒ張出幅を選択してください。

＜等張出の場合＞

「Ｏ／Ｒ張出幅」の「ｖ」をクリックして、「異張出」を選
択し、「異張出時Ｏ／Ｒ張出幅」の「ｖ」をクリックして、
各Ｏ／Ｒの張出幅を選択してください。

＜異張出の場合＞

※「6.50/1-4」とは、1－4番のＯ／Ｒを全て6.50m張出
すという意味です。

⑥旋回位置
「ｖ」をクリックしてブーム（上部旋回体）の旋回角
度を選択してください。

「最大反力」 ： 作業条件入力時の最大反力値を

計算します。（通常はこちらを選択
します。）

「９０°毎」 ： ブームが前後左右を向いた時の反
力値を計算します。

「オンアウトリガ」 ： ブームが各ジャッキの方向を
向いた時の反力値を計算します。

「入力」 ： 任意の旋回角度での反力値を計

算します。⑬に旋回角度を数値で
入力してください。

⑦フック
「ｖ」をクリックして作業に使用するフックを選択
してください。

＜「荷重に含む」を選択の場合＞

⑩にフック質量を含んだ荷重を数値で入力して
ください。

３．作業条件の入力
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⑧作業半径
⑨起伏角度

作業半径か起伏角度のいずれか片方だけを数値で
入力してください。

ただし、ラフィングジブで③の「ジブチルト」が「未定」
の場合のみ、両方を入力してください。

⑫指定ジブチルト

⑩荷重
荷重を入力してください。

●⑦の「フック」で「フック」を選択した場合は、フック
質量を除いた荷重を入力してください。

●⑦の「フック」で「荷重に含む」を選択した場合は、
フック質量も含めた荷重を入力してください。

●フック質量も含めた荷重が、定格総荷重を超えな
いように注意してください。

⑪指定ブーム長さ

①の「ブーム長さ」で「入力」を選択した場合は、
ブーム長さを数値で入力してください。

③の「ジブチルト」で「入力」を選択した場合は、ジ
ブチルト角度を数値で入力してください。

⑬指定旋回角度

⑥の「旋回角度」で「入力」を選択した場合は、旋
回角度を数値で入力してください。

以上で作業条件の入力は完了です。

３．作業条件の入力
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４．計算と計算結果の保存
①「反力」をクリックします。

①

４．計算と計算結果の保存

●フック質量を含めた荷重は、必ず定格総
荷重以下としてください。
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②計算結果が表示されます。

②

●ブーム（上部旋回体）が１３３°方向を向いた時、1－4番Ｏ／Ｒのジャッキ反力の値が、
１５．６ｔ 、６．４ｔ 、２．５ｔ 、６．１ｔ であることを示しています。

●ほとんど反力が発生しない場合、「－」が表示されます。
●荷重が大きすぎる等のため、正しく計算できなかった場合、「？」が表示されます。

４．計算と計算結果の保存

フック質量を
含んでいます。
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③「結果保存」をクリック

③

④計算結果のＰＤＦデータが作成されます。

④

「結果をＰＤＦに保存しました。保存回数は１回で
す。」と表示されます。

４．計算と計算結果の保存
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⑥計算結果のＰＤＦが表示されます。⑤「結果読出」をクリック

「作業条件」 ： 作業条件を変更する場合です。
「結果保存」 ： 今回のジャッキ反力計算結果を保

存する場合です。
「結果読出」 ： （結果保存してから）計算結果を読

み出す場合です。
「機種変更」 ： 機種を変更する場合です。
「結果保存初期化」 ： 保存されている計算結果を

初期化する場合です。

⑤

※ジャッキ反力提供サービスを終了する
と、保存したデータはなくなります。

４．計算と計算結果の保存


